
  

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳
（
定
年
後 

飯
は
あ
る
け
ど 

味
が
な
い
）
（
薄
っ
ぺ
ら 

テ
レ
ビ
に
サ
イ
フ
に 

髪
の
毛
も) 

（
ゴ
ミ
袋 

持
つ
が
鞄
は 

置
き
忘
れ
）
（
定
年
後 

亭
主
し
ず
か
に 

お
留
守
番
） 

り
、
事
業
の
発
展
に
向
け

た
対
応
を
目
指
し
て
行
き

た
い
」
旨
の
挨
拶
が
な
さ

れ
た
。 

 

事
務
局
か
ら
は
、

10

年
２
月
末
ま
で
の
受
付
状

況
が
報
告
さ
れ
た
。
総
相

談
件
数
２
３
７
件
。
特
徴

的
に
は
、
生
活
・
家
庭
問

題
の
相
談
が
昨
年
よ
り
増

加
。
労
働
・
職
場
問
題
の

相
談
の
総
件
数
は
減
。 

 

最
近
の
傾
向
と
し
て
、

雇
用
情
勢
や
対
人
関
係
な

ど
を
原
因
と
す
る
よ
う

な
、
心
に
悩
み
を
抱
え
て

い
る
人
か
ら
の
相
談
が
多

く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
報

告
。
ま
た
、
相
談
先
の
選

択
肢
が
拡
が
っ
た
こ
と
に

よ
る
の
か
、
多
重
債
務
・

金
銭
問
題
の
相
談
件
数
は

少
な
く
な
っ
て
い
る
。 

 

一
方
、
相
談
を
受
け
る

と
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
の
考
慮

が
甘
く
、
景
気
・
雇
用
情

勢
で
収
入
減
少
が
重
積
し

て
、
ロ
ー
ン
払
い
に
苦
慮

す
る
ケ
ー
ス
の
増
加
。
ま

た
、
初
め
て
交
通
事
故
に

遭
遇
し
た
対
応
事
例
な
ど

が
情
報
交
換
さ
れ
た
。 

 

続
い
て
、
厳
し
い
雇
用

環
境
や
人
間
関
係
の
希
薄
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四
役
会
議
開
催
に
あ
た

り
矢
島
理
事
長
は
「
Ｏ
Ｂ

の
方
を
中
心
と
し
て
、

ち
ょ
っ
と
手
伝
お
う
ね
か

が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
頼
も

し
い
支
援
体
制
で
あ
る
。

協
働
労
働
と
い
う
観
点
か

ら
も
大
切
な
こ
と
で
あ

り
、
地
域
社
会
の
持
続
可

能
な
循
環
型
運
動
と
し
て

進
め
て
行
き
た
い
。
地
協

管
内
の
検
証
も
課
題
で
あ

 

 

連
合
新
潟
第
２
回
地
協

代
表
者
会
議
が
、
３
月
６

日(

土)

総
合
生
協
中
央
支

局
で

13
時
に
開
催
さ
れ

た
。 

 

会
議
は
、

10
春
季
生

活
闘
争
を
中
心
課
題
と
し

な
が
ら
、
連
合
新
潟
ユ
ー

ス
ラ
リ
ー
に
向
け
た
実
行

委
員
会
の
形
成
、
第

81

回
メ
ー
デ
ー
全
県
統
一

テ

ー

マ

は｢

共

生
・
連

帯
」
、
連
合
「
愛
の
カ
ン

パ
」
等
組
織
関
係
諸
課

題
。
春
闘
時
に
お
け
る
自

治
体
へ
の
公
契
約
に
関
す

る
要
請
行
動
等
の
政
策
関

係
諸
課
題
に
つ
い
て
意
見

交
換
が
な
さ
れ
た
。 

 

会
議
後
は
、
に
い
が
た

ユ
ニ
オ
ン
第

16
回
定
期

大
会
に
合
流
し
た
。 

賃上げ･一時金情報、活動予定･紹介･報告、地域よもやま情報、連合中越のホームページは  http://tyuuetu.net/     連合中越のメールアドレスは rengo.c@topaz.ocn.ne.jp 

 
 

市
の
自
然
環
境
保
政
策
」

と
題
し
て
ラ
ム
サ
ー
ル
条

約
の
広
域
指
定
や
冬
季
湛

水
田
等
の
提
言
を
学
習
。

続
い
て
、
４
月
に
改
正
さ

れ
る
労
働
基
準
法
の
ポ
イ

ン
ト
が
小
島
書
記
次
長
か

ら
解
説
さ
れ
た
。 

 

第
３
部
の
交
流
懇
親
会

も
盛
会
に
行
わ
れ
た
。 

え
る
立
ち
位
置
と
存
在
を

め
ざ
し
た
い
」
と
挨
拶
。 

 

来
賓
と
し
て
応
援
団
長

の
連
合
新
潟
江
花
会
長
挨

拶
と
県
職
非
常
勤
部
会
山

下
執
行
委
員
が
激
励
の
挨

拶
。

09
年
度
活
動
報
告

の
確
認
、

10
年
度
活
動

方
針
と
役
員
体
制
の
承
認

が
な
さ
れ
た
。
ま
た
、
外

国
人
分
会
か
ら
も
研
修
生

に
か
か
わ
っ
た
事
例
報
告

が
な
さ
れ
た
。 

 

第
２
部
学
習
会
で
は
、

山
際
新
潟
市
議
が｢

新
潟

化
等
を
原
因
と
し
て
、
心

の
悩
み
相
談
が
多
く
、
そ

の
よ
う
な
人
の
社
会
復
帰

ス
テ
ッ
プ
に
向
け｢

心
と

身
体
を
守
る
セ
ル
フ
ケ

ア｣

を
４
月
か
ら
ス
タ
ー

ト
す
る
こ
と
の
確
認
が
な

さ
れ
た
。(

詳
細
裏
面
） 

 

に
い
が
た
ユ
ニ
オ
ン
第

16
回
定
期
大
会
が
、
３

月
６
日(

土)

15
時

30
分

か
ら
新
潟
市
内
で
開
催
さ

れ
た
。
に
い
が
た
ユ
ニ
オ

ン
は
、
連
合
新
潟
が
直
接

運
営
し
て
い
る
個
人
加
盟

の
労
働
組
合
で
あ
る
。 

 

挨
拶
に
た
っ
た
今
井
執

行
委
員
長
は｢

一
人
一
人

が
県
内
に
点
在
し
て
い
る

組
織
で
あ
り
、
ひ
と
り
立

ち
し
て
半
歩
で
も
歩
め
る

組
織
に
し
た
か
っ
た
。
次

年
度
は
世
の
中
に
物
の
言
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な
が
お
か
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
四
役
会

議
が
、
３
月
９
日(

火)

に
開
催
さ
れ
、
相
談
受
付
状

況
や
新
た
な
「
心
と
身
体
を
守
る
セ
ル
フ
ケ
ア
」
事

業
の
開
始
等
に
つ
い
て
確
認
が
な
さ
れ
た
。
ま
た
、

新
年
度
に
向
け
た
当
面
の
日
程
な
ど
を
確
認
し
た
。 

に
い
が
た
ユ
ニ
オ
ン 

第
16
回
定
期
大
会
が
開
催
さ
れ
る 

10
年
度
の
活
動
と
役
員
体
制
等
確
認 

連
合
新
潟
第
２
回 

地
協
代
表
者
会
議 

 ながおかライフサポートセンター四役会議 

 

 

 

 
「心と身体を守るセルフケア」開始を確認 

 

今
年
は
大
雪
と
い
わ
れ
る

が
、
中
越
地
域
に
お
い
て
そ
う

思
う
人
は
あ
ま
り
い
な
い
こ
と

と
思
う
▼
危
険
な
雪
下
ろ
し
な

ど
で
、
雪
が
降
っ
て
困
る
と
い

う
人
も
多
い
の
だ
が
、
そ
れ
と

は
逆
に
、
雪
国
と
い
わ
れ
る
新

潟
県
は
、
そ
の
雪
が
す
ば
ら
し

い
雪
景
色
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て

く
れ
る
▼
４
月
上
旬
の
快
晴
の

日
、
長
岡
市
の
信
濃
川
の
川
西

方
面
の
水
田
地
域
か
ら
見
た
白

い
守
門
岳
、
粟
ヶ
岳
の
山
並
み

と
、
青
い
空
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト

は
、
春
の
到
来
の
喜
び
と
あ
わ

せ
実
に
心
を
躍
ら
せ
る
。
そ
の

越
後
平
野
に
ひ
ろ
が
る
雄
大
な

景
色
は
、
日
本
３
景
を
は
る
か

に
圧
倒
す
る
▼
ど
ん
な
運
動
に

も
波
が
あ
り
、
う
ま
く
い
か
な

い
こ
と
も
あ
る
。
今
、
不
況
と

い
う
厳
し
い
経
済
状
況
の
中

で
、
職
場
に
は
賃
下
げ
、
要
員

削
減
と
い
う
冷
た
い
風
が
吹
き

す
さ
ん
で
い
る
▼
し
か
し
、
季

節
に
冬
が
あ
り
春
が
あ
る
よ
う

に
、｢

い
つ
か
は｣

と
い
う
思
い

で
頑
張
る
こ
と
が
必
要
だ
と
思

う
▼
越
後
の
雪
で
着
飾
っ
た

山
々
を
見
る
と
、
と
き
に
そ
ん

な
元
気
を
も
ら
え
る
こ
と
が
あ

る
。
厳
し
い
冬
が
あ
る
か
ら
春

の
到
来
が
喜
び
に
つ
な
が
る
の

だ
▼
雪
に
覆
わ
れ
た
山
々
で
、

山
菜
が
出
番
を
待
っ
て
い
る
。

｢

も
う
す
ぐ
春
で
す
ね｣

の
気
持

ち
で
頑
張
ろ
う
。
ふ
き
の
と
う

の
て
ん
ぷ
ら
で
一
盃
や
り
た
い

も
の
で
あ
る
▼
ガ
ン
バ
！
ガ
ン

バ
！
連
合
中
越
な
の
で
あ
る
。 

≪№6≫ 
   東蔵王２ 

副議長 

金内 孝永 

連合中越ＳＪネット委員会 
 

日時 4月15日(木)18:30～ 

会場 長岡市勤労会館2Fﾌﾘｰﾙｰﾑ 
議題 地区メーデーについて 

   当面する活動     他 
 

連合中越第5回幹事会 
兼：長岡地区メーデー実行委員会 

日時 4月8日(木)18:30～ 
会場 勤労会館3Ｆ大ホール 
議題 第81回地区メーデー 
   当面する活動について 

連中発10･11第23･24号関連 
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サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳 

（
ケ
ー
タ
イ
を 

忘
れ
た
！
今
日
は 

自
由
人
）
（
役
員
会 

ハ
タ
か
ら
見
れ
ば 

敬
老
会
）
（
レ
ス
ト
ラ
ン 

星
の
数
よ
り 

客
の
数
）
（
火
の
車 

燃
料
な
し
で 

走
り
出
す) 
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連合栃尾支部だより 

 

連合見附支部だより 

３月16日に2010春季生活

闘争勝利栃尾地区総決起集

会が開催されました。会場

は80名以上の栃尾地区の労

働者が参加しました。リー

マンショックから立ち直れ

ないなか、2010春闘が始ま

りました。大手企業は定昇維持でボーナス査定が交渉

のメインテーマとなっているとの報道がありました

が、地方では定昇や雇用がテーマとなっています。 

 坂井支部長の主催者挨拶のあと、佐藤連合新潟副会

長の基調報告を受けました。労働環境は厳しいが5000

円の賃上げは必ず勝ち取るのだとの体制で臨んでほし

いと提起がありました。5000円の内には厚生年金の

アップ分や介護保険の負担増分を含めると譲れない額

であると思います。 

 その後、集会

アピール採択、

スローガン確認

のあと坂井支部

長の団結ガンバ

ローで閉会しま

した。参加され

た皆さんご苦労

様でした。 

※9月23日と12月23日はそれぞれ21日に開催 

 ３月１７日大手の集中回答日を向かえ地方中

小の交渉へとうつっていく。これに先立ち、見

附では３月５日地区春闘総決起集会を開催しま

した（５単組４０名）。基調報告の中で定昇の

ない職場の５０００円の賃上げの妥当性、労働

条件切り下げによる儲けの生み出しの問題等理

解されたところです。 

 ３月１０日見附市へ公契約条例制定の要望書

を手渡してきたところですが、各自治体で条例

が制定され労働条件の底上げが図られることは

どこか、春闘と通じるところがあるなと思いま

した。 




